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警視庁地理案内システム

芯丁;ふ諒ホ,.諒Ⅳ:一‾i‾巧

警視庁の｢ロボット交番地理案内システム+(右)と地理案内画面(左)
音声,静止画,動画を用いて目的の場所をわかりやすく伝えることができる｡さらに,タッチパネルで簡単に操作できる｡

地方f三1治体では,住民サービスを充実するためマ

ルチメディア技術を適用したシステムが開発されつ

つある｡従来,文字情報を巾1心にしたシステムでは,

多くの住民が手軽に操作することが難しかった｡ま

た,住民にとって文字だけの情報ではわかりにくく,

興味がわかず,対話が続かないものであった｡その

ため,マルチメディア技術は,これらの問題を解決

する基盤となる技術として注目されている｡

このたび,(1)住民に直接操作してもらうことによ

り,住民サービスの充実を目指すシステムや,(2)自

治休職員が行う業務にマルチメディア技術を通用す

ることにより,間接的に住民サービスの向上につな

がるシステムを開発した｡マルチメディア技術の適

用によって,人による案内スタイルにより近づいた

警視庁の｢ロボット交番地理案内システム+,および

案内人とシナリオ付きのマルチメディア情報世界を

応川した生活情報システム"PARPADEO''(パルパ

デオ)が前者の例であり,住所等から瞬時に該当地区

の地籍陛Iを表示することなどができる｢地図業務支

援システム+が後者の例である｡

*lT七二射的叶公共情灘Hi北部
**

r一卜立二製作所ビジネスシステム開発センタ
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ll はじめに

付出サービス允ノ真の手段としてマルチメディアを利川

したいというニーズが高まりつつある｡住民サービスの

充実のためには,(1)多くの情報を,(2)ヤーく,(3)わかりや

すく,(4)広い範囲に提供することが必磐である｡一ノ∴

コンピュータの壮舛では,仲界的なダウンサイジングの

傾Irりを′受け,`女佃なパソコン(パーソナルコンピュータ)

により,マルチメディア情報を扱うことが可能となった｡

これらのことから,地方白汗i体では情報提供系システム

に対するマルチメディア技術の応梢が始まった｡

この分野の例として,仕比が柾接操作するシステムと,

l_′】泊休職員が利用することにより,窓∪でのサービスメ

ニューの追加や待ち時間触縮などの住民サービスの充実

をlヌ1るシステムがある｡ここでは,マルチメディア技術

を応川したこれらのシステムの特徴について述べる｡

8 住民サービス分野におけるマルチメディア

応用の動向

仕出サービス分野でのマルチメディアは,▼呪時点では

限られた領域での利=が中心である｡

一つ目は,各自治体の庁舎などで行政情報の提供を効

果的に行う手段として採榊されているものである｡写共

や地図等の静止耐青報,アニメーションや映像等の軌内

情純などを統合した形で提供することにより,｢わかりや

すく身近な行政,什比に密着したサービス+を臼指して

いる｡終椎施策の射て介や施設案内,催し物ガイドなどの

情邦雄伏のほか,アンケート収集にも利=されている｡

二つ=は,l新一1j二館･美術館など文化施設での利けJであ

る｡来場満の操作でストーリーが展開するインタラクテ

ィブシアター,館内案内や書籍･展示.1H灸索を小心とす

る情報拭供,施設や書籍の一了二約が小心である｡

三つIjは,福祉･l失療分野での実験的利肘である｡バ

ーチャルリアリティを絹いた障害者の生抗体験システム

やデータグローブをHJいた手話の翻訳システムなど,実

験的ではあるが障害者の礼金参加を促進するものとして

期待される｡テレビ電話とマルチメディアデータベース

を利別した在宅l天城なども 的に行われている

今後は,さらに付出が手軽に利口Jできるようにしてい

くことが車晋である｡そのためには,提供する情報の柿

類･質の向卜に加え,安価･高速･大容量のネットワー

クインフラストラクチャの繋備,音声認識などの新しい

コミュニケーション手段によるインタフェースの太東が
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将来の住民サービス向け
マルチメディアシステム

●より身近で使える｡

●より多〈の住民が使える

●さらに使いやすい｡

●双方向で使える｡

●高精細な動画を使える｡

訂 注儲盃孟詰照

′ノ判

1慣

新しいユーザー
インタフェース

使いにくい 使いやすい

傾いやすさ

図l住民サービス向けシステムの課題

ネットワークインフラストラクチャの整備と新しいユーザーイ

ンタフェースの開発により,住民サービス向けシステムはさらに身

近で使いやすいものとなる｡

課題となる(図1参月別｡

田 警視庁の｢ロボット交番地理案内システム+

3.1 システム開発のねらい

｢ロボット交番地坪案Ⅰ勺システム+は,交番で市民が地

理案内装言買のタッチパネルをL自二接操作し,両軸･プリン

トによって地理案内を一夏けるものである｡このシステム

は,交番業務のlいで大きな比重を占める地理案内業務を

システム化することにより,警察1‾†が交番に不和のとき

のけi民サービス向上を臼的としている｡このシステムの

利川プ引まイ1持去多数であるため,｢わかりやすい地坪案

】勺+を第一のH標にシステムの研究･開発を行った｡

3.2 システムの特長

このシステムの基本機能は,地閃上で利朋省一の選択し

た臼的地と現在地を表示し,最適な経路を示すことであ

る｡以卜に述べるような機能を盛り込むことによi■),｢わ

かりやすい地二哩案内+を目指した｡

(1)擬似的体験

マスコット(ピーポ君)が内｢如上で利川名の代わりに地

l礼上二を歩き,ポイントを説明する｡その際,地陳1卜のマ

スコットから妃える景色を写真で衣ホする｡

(2)擬似的地理案内

地稚案l勺は,(i)道順を尋ねた人に,まず目的地の〟l;り

を指し,(ii)R的地までの行程の概要(追なりに5分歩く

など)を説明し,(ii力途中の目標物とそこでの動作(l】hが

る,登るなど)を拙かく教えるという手順で行われてい

る｡このシステムでは,このパターンをなぞらえること
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とした｡

(こ1)〟向ガイダンス機能の実現

_上記の(i)については,装置設置場所付近の景色を立
体的なコンピュータグラフィックスで再現し,マスコ

ットが最初に歩きだす方l乙Jを利用者に認識させること

とした(図2参照)｡

(l))今春行程由面の出力

(ii)については,地凶_l二に現在地と目的地およびその

間の経路を表示し,その概要と距離を表示した｡

(c)詳細画面での説明

(iiカについては,経路__卜をマスコットに歩かせ,曲が

り角などポイントとなるところでは立ち止まらせて,

そこから見えるトー1標物･景色の写臭および必要な劫作

を表示した(19ページの二与二真参月別｡

3.3 システムの評価と今後の展開

このシステムは,試行･評仙のため平成6年4月から

約6か‖間,東京都の新宿駅叫口交番前で稼動し,巾民

に実際に利什Jしていただいた｡アンケート調査の結果,

再利別旨向を示す回答が95%,使いやすいとの州芥が83

%と良好な結果をホした｡今後は,さらに操作性を改革

するため肯声認識装置と接続し,音声認言乱とタッチパネ

ルを共川したシステムとしていく子宝である｡

日 生活情報システム"PARPADEO”の開発

4.1開発の背景とねらい

これまでの情報提供型システムは文字情事l長の表示にと

どまり,設置してもあまり利用されないという問題を抱
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図2 ｢ロボット交番地理案内システム+の方向ガイダンス画面

最初に歩き出す方向を画面右下で示す｡

えていた｡原岡として,一般の利川名がコンピュータ操

作にイく慣れであったり,情報の表現に楽しさがないなど

が考えられる｡そこで,利r11者の視点から情報提供シス

テムのあり方を見つめ直し,"PARPADEO''を開発した｡

4.2 システムの特長

PARl)ADEOは,システムを多くの八に楽しみながら

利用してもらうことに重点を置いている｡

(1)エージェント(情報世界の案内人)の追付J

エージェントを利川省とシステムの仲介役として表ホ

し,操作誘導やメッセージ伝達を行う｡さらに,い叶向_卜

を軌いて視線を誘導することにより,利用者を自然にシ

ステムヘと引き込むことや,背景のデザインとともにシ

ステム全体の雰脚気を作り出す役割を担っている(図3

参照)｡

(2)マルチメディア情事Iiの表現

PARPADEOでは,文て子:,画像,音声,軌国情報が拭え

る｡これらを検索･表ホするだけでなく,利拝描の使い

勝手と提供側の臼的(的確に情報を伝える)をi叶il二させる

ため,各システムごとに蓄積する情報の選択やシナリオ

作成を行い,各システムごとの情報世界を棉築する｡こ

れにより,利円満はストーリーにi誇った操作を行い,楽

しみながら情報提供を受けることができる｡

4.3 今後の展開

情報拙供システムは,｢いつでも･簡単に+利用できる

ことが基本である｡今後は,より多くの人々に利別して

もらうため,手話アニメーションを通川した聴′迂障1ii二者

への情報提供や,施設予約,相談業務などの双方抑モワシ

'芦◆ ｢十1あなた(エ)に送るサッカー情報

lとたいバインダーに
タッチしてわ

盈

二i去

図3 生活情報システム"PARPADEO”を適用した情報提供シ

ステムの画面例

エージェント(画面左下)による操作誘導と各提供情報ごとの情
報世界の構築が特長である｡
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パソコン(サーバ) パソコン(クライアント)

地図情報 業務DB

く===>

TCP/lP

l

l

公共施設管‡里システム

広聴情報システム

土地評価システム

農業情報システム

防災システム

都市計画システム

l

国土基本図

数値地図

道路地図

住宅地図

地番図
家屋図

写真図

地図情報シ

国勢調査

課税台帳

住民基本台帳

ORACLE●1

地図業務支援システム
l

テムHMAP/WN(サーバ)l
l

l

地図業務支援システム

地図情報システムHMAP/WN(クライアント)

wind｡WSNT*2 l WindowsNT l

ステムへと発脹させていく｡

b 地図業務支援システム

5.1 システム開発のねらい

｢地図業務支援システム+は,地凶を利川した各種業務

システムを構築するための基盤ソフトウェアである｡関

ヲ芭のねらいを以‾Fに述べる｡

(1)既存川由をスキャナ人力し,ベクトルデータに変換

することにより,ディジタルマッピング システムが客

筋に実現できる｡

(2)株式会社ゼンリンなどの地図データを標準サポート

し,データ入力の手間を不二安とする｡

(3)業務システムを開発するための巾販データベースと

のインタフェースを用意し,システムが±左価に提供でき

るようにする｡

5.2 地図を利用した業務システム

このシステム適用時の業務システムのソフトウェア構

成を図4に示す｡さまざまな業務にこのシステムを適用

した場合の住民サービス向上の例を以下に述べる｡

(1)住民からの地籍図の要求に対して,住所などから瞬

時に該当地区の地図が表示できるので,窓口での待ち時

間が大幅に短縮できる｡さらに,要求する地番を小央に

表示した地図を提供することができるので,きめ細かい

サービスが‾叶能となる｡

注:略語説明ほか

DB(Database)

TCP/lP(Transmiss旧nControI

Protoco小nter[etProtocoり

*10RACLEは,米国0racle

Co｢po｢ationの登録商標

である｡

*2 Wjndows NTは,米国

M-C｢OSOftCo｢po｢at■0∩の

商標であるノ〕

図4 ｢地図業務支援システ

ム+の構成

地図を利用した業務システ

ムを容易に構築するため,地図

情報と数値･文字情報を統一

したインタフェースで扱える

ようにしている｡

(2)課税台帳との連動および土地評価機能により,課税

に関する資料が速やかに提供できる｡

(3)住民からの要望を広聴情報として地図上に配置する

ことにより,地域に密着した住民のニーズが整理され,

住民の要望を迅速に行政へ反映することができる｡

5.3 今後の展開

インターネット,地域密着パソコン通信などの分野で

地担‖青報を有効に活用できる支援機能の開発や,付出と

双方向で地域情報を活用し,さらに隣接する地域との情

報交操を含めた業務機能の開発を予定している｡

田 おわりに

ここでは,ロボット交番地理案内システム,案内人と

シナリオ付きの情報提供システム川パッケージ"PAR-

PADEO”,および｢地図業務支援システム+について述

べた｡このような地方R治体での住民サービス分野での

マルチメディア応用システムが多く開発されつつあり,

近い将来,住民が手軽に操作することができるところま

で普及していくと思われる｡この結果,マルチメディア

情報が各家庭内で利用できるようになるのもそう遠くは

ないことと予想し,今後も積極的なシステム開発に.耽り

組んでいく考えである｡
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